
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

製 

造 

業 

前期  -11.7 業況 DＩ（△11.7→△13.5）は前期並の悪化幅で推移しました。売上額（△8.6

→△12.0）と収益（△9.3→△17.2）も減益幅がかなり拡大しました。 

来期の業況（△11.6 予想）は今期同様の悪化水準で推移すると予想しています

が、売上額（△4.8 予想）と収益（△12.8 予想）は減少・減益傾向が大幅に改善

されると見込んでいます。 

今期  -13.5 

来期  -11.6 

卸 

売 

業 

前期  -5.1 
業況 DＩ（△5.1→2.4）は大きく持ち直してわずかにプラスに転じました。売

上額（△7.8→△16.2）は減少が大幅に強まりましたが、収益（△34.0→△14.2）

は減益傾向が続くものの極端に改善されました。 

来期の業況（△24.2 予想）は極端に下降し水面下に落込むと予想しています。

売上額（△29.6 予想）と収益（△27.1 予想）も減少・減益傾向を大幅に強める

と見ています。 

今期  2.4 

来期  -24.2 

小 
売 

業 

前期  -10.5 
業況 DＩ（△10.5→△23.2）は悪化傾向が大きく強まりました。売上額（△8.8

→△21.5）は減少幅が大きく拡大し、収益（△21.9→△24.2）は減益傾向がさら

に強まりました。 

来期の業況（△15.0 予想）は水面下ながら大きく持ち直すと予想しており、売

上額（△13.1 予想）と収益（△17.5 予想）は減少・減益傾向が大幅に改善する

と予想しています。 

今期  -23.2 

来期  -15.0 

業 

前期  -9.9 業況 DＩ（△9.9→3.6）は大幅に持ち直して好調に転じました。売上額（1.6→

8.8）は堅調に推移し、収益（△3.4→2.8）は大幅に改善し増勢に転じました。 

来期の業況（△0.9 予想）は後退しわずかに水面下に落込むと見ています。売上

額（1.9 予想）は増勢が一服し、収益（△8.3 予想）は大幅に後退し再び減少に転

じると予想しています。 

今期  3.6 

来期  -0.9 

建 

設 

業 

前期  -3.0 
業況 DＩ（△3.0→4.0）はコロナ禍前の 2019 年以来５年ぶりにプラスに転じ

ました。売上額（△10.0→△3.8）と収益（△25.7→△6.2）も減少・減益傾向が

大幅に改善しました。 

来期の業況（△7.7 予想）は大きく後退して再び悪化に転じると見ています。売

上額（△1.7 予想）は減少が一服し、収益（△15.2 予想）は悪化幅がかなり拡大

すると予想しています。 

今期  4.0 

来期  -7.7 

不
動
産
業 

前期  5.3 業況 DＩ（5.3→△3.2）は大きく後退し再び水面下に落込みました。売上額（0.7

→△2.4）と収益（4.8→△4.7）も後退し再び減少・減益に転じました。 

来期の業況（2.5 予想）は持ち直して再びプラスに転じると見ています。売上額

（△0.8 予想）は今期並の水準で推移し、収益（△0.2 予想）は減少・減益傾向が

一服すると予想しています。 

今期  -3.2 

来期  2.5 
  

江戸川区 
中小企業の景況 

２０２４年１月～３月期 
調査対象 製造業  147 社  卸売業     19 社 

     小売業   61 社  サービス業   47 社 

     建設業   43 社  不動産業    21 社 

                  合 計 338 社 
調査方法 面接聴取法 

調査機関 (一社）東京都信用金庫協会 

分析作成 (株)サーベイリサーチセンター 

本概要版は、2024年３月上旬に調べた景気動向と、これか
ら先の３か月間（2024年４～６月期）をまとめたものです。 
 なお、業績等についてはＤＩ値を中心に分析しています。 

※ Ｄ．Ｉ（Diffusion
ディフュージョン

 Index
インデックス

の略） 
Ｄ．Ｉ（ディーアイ）は、増加（又は「上昇」「楽」など）したと答えた企業割合から、減少（又は「下降」「苦しい」など）した
と答えた企業割合を差引いた数値のことで、不変部分を除いて増加したとする企業と減少したとする企業のどちらの力が強いか
を比べて時系列的に傾向をみようとするものです。 



江戸川区の中小企業／業種別景況の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

経営者から寄せられた声 （2024年1～3月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

江戸川区の企業倒産動向 （2024年1～3月） 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

（単位：件・百万円）

件　数 負債総額 件　数 負債総額 件　数 負債総額

製 造 業 1 300 1 100 1 12
卸 売 業 2 163 5 677 3 165
小 売 業 0 0 2 60 2 56
サ ー ビ ス 業 2 20 5 1,470 4 60
建 設 業 3 2,100 4 249 3 229
不 動 産 業 0 0 2 309 1 10
情 報 通 信 業 ・ 運 輸 業 1 20 3 484 2 60
宿泊業,飲食サービス業 1 23 2 515 1 10
そ の 他 0 0 1 50 3 299
合 計 10 2,626 25 3,914 20 901

前年同期
2023年1～3月

前　期
2023年10～12月

今　期
2024年1～3月

〔過去５年間の業況Ｄ．Ｉの推移〕　※（D.I＝「増加回答値」-「減少回答値」）

2019
1～3 4～6 7～9 10～12

2020
1～3 4～6 7～9 10～12

2021
1～3 4～6 7～9 10～12

2022
1～3 4～6 7～9 10～12

2023
1～3 4～6 7～9 10～12

2024
1～3

4～6
(予想)

製 造 業 -7.9 -6.2 -7.7 -12.3 -19.2 -40.2 -40.6 -44.0 -42.5 -44.3 -37.6 -36.0 -34.2 -30.8 -24.2 -21.8 -17.3 -13.4 -8.0 -11.7 -13.5 -11.6

卸 売 業 -35.8 -28.6 -56.5 -18.1 -11.7 -24.6 -23.3 -14.2 -22.4 -5.1 2.4 -24.2

小 売 業 -29.9 -30.1 -27.2 -31.7 -28.7 -37.8 -37.1 -33.2 -37.2 -32.7 -35.4 -35.1 -29.5 -22.3 -19.8 -12.9 -14.7 -17.9 -16.6 -10.5 -23.2 -15.0

サ ー ビ ス 業 -10.5 -5.6 -3.2 -2.2 -11.1 -53.7 -46.8 -42.4 -55.1 -40.1 -32.9 -27.7 -32.2 -25.0 -20.5 -20.0 -22.9 -5.2 -3.9 -9.9 3.6 -0.9

建 設 業 8.7 8.3 17.6 1.8 -6.1 -34.8 -17.4 -24.5 -39.3 -22.3 -24.9 -27.0 -20.6 -29.0 -25.5 -15.6 -21.2 -5.9 -8.0 -3.0 4.0 -7.7

不 動 産 業 -14.5 -11.2 -22.7 -4.4 -13.3 -20.0 -21.1 -14.8 -10.9 5.3 -3.2 2.5
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不動産業

サービス業

建設業

製造業

小売業

卸売業

（Ｄ．Ｉ）

江戸川区 産業経済部 経営支援課 調査計画係 
TEL:03-5662-9014(直通) 

江戸川区の企業倒産動向 

2024年1～3月期の江戸川区の倒産件数は、前期比

20.0％減の20件（前期25件）、負債総額は前期比

77.0％減の9億1百万円（前期39億14百万円）でし

た。 

業種別にみると、件数では“サービス業”が4件で最

も多く、“卸売業”“建設業”“その他”が3件で続きま

した。負債総額は“その他”が2億99百万円で最も多

く、次いで“建設業”（2億29百万円）、“卸売業”（1

億65百万円）と続きました。 

・人手不足が著しい。大手を中心に賃上げの動きがあるが、

中小零細は収益性が低下している現状では容易に賃金を

引上げることは出来ず、大半は人手確保に苦戦している。

(飲食業） 
 
【経営上の課題と経営改善等に向けての取組み】 
・お客様に長年デフレ価格がしみ込んでいるので、少しずつ

値上げしたい。価格改定しないと、賃上げができない。（建

設業） 

・人手は募集しているがなかなか応募が少なく、今後は外国

人労働者を考えている。（建設業） 

・人手不足は否めないので高齢者、特に採用年齢基準を50

～60歳に上げて採用を始め、その結果、とても良い人材

にご縁をいただけている。（サービス業） 

・金利上昇も見込まれ、事業継承も控えているため、借入れ

の削減を進めている。（運輸業） 

・外注に頼らず、内製化を進めることで利益増を進めてい

る。（製造業） 

【景況全般について】 
・円安の影響で材料費等が値上がりしており、今後も値上が

りするようで先行きが不透明である。（建設業） 

・経済の動きは感じられるが、中小企業は、人件費、稼働費、

原材料費等の値上げはできない。元請け企業側の指定金額

でしか取引きできないのが現状。（サービス業） 

・資材高騰で売上が落ちている。地域が、若者が、前向きに

なる風潮がないと、住宅にも生活費にも投資が回らない、

誰に聞いても未来に懐疑的。（卸売業） 

 

【受注・売上・単価・仕事量について】 
・コロナが明けて催事などが復活し、徐々に売り上げは戻り

つつある。（製造業） 

・例年に比べて仕事量が少ない。円安云々より社会保険料や

税金の負担が重い。（製造業） 

・コロナも明け、少しずつ開発の案件が増えてきている。（情

報通信業） 


